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２
０
２
２
年
２
月
２
４
日
に
始
ま
っ
た
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
衝
撃
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

か
つ
て
ロ
シ
ア
語
を
学
ん
だ
私
に
と
っ
て
、

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
不
可
分
だ
っ
た
。

対
立
の
歴
史
は
あ
っ
た
と
し
て
も
同
じ
東
ス

ラ
ブ
で
あ
り
、
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国

連
邦
の
中
の
兄
弟
国
だ
っ
た
。
ソ
連
崩
壊
後

も
、
独
立
国
家
共
同
体
と
し
て
、
か
つ
て
の

同
胞
と
痛
み
を
分
か
ち
合
っ
て
い
る
様
子
を

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
目
に
し
た
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
と
ロ
シ
ア
人
は
親
族
で
あ
る
こ
と
も

多
く
、
報
道
で
伝
え
ら
れ
る
容
赦
な
い
爆
撃

の
光
景
に
、
な
ぜ
こ
こ
ま
で
の
事
態
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
、
と
問
い
か
け
る
こ
と
し

か
で
き
な
か
っ
た
。 

今
回
、
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
へ
の
寄
稿
を
依

頼
さ
れ
た
の
を
機
会
に
、
自
分
と
ロ
シ
ア
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
関
係
を
振
り
返
っ
て
み
た
。

自
分
が
見
落
と
し
て
き
た
も
の
が
見
つ
か
る

か
も
し
れ
な
い
。 

私
は
１
９
７
８
年
か
ら
東
京
外
国
語
大
学

ロ
シ
ア
語
学
科
で
学
ん
だ
。
当
時
の
最
高
権

力
者
は
ブ
レ
ジ
ネ
フ
書
記
長
。
ソ
連
事
情
講

義
で
学
ぶ
ロ
シ
ア
史
は
い
わ
ゆ
る
「
大
ロ
シ

ア
」
的
な
も
の
で
、
何
の
疑
問
も
持
た
ず
語

ら
れ
る
歴
史
を
覚
え
て
い
た
。
後
に
プ
ー
チ

ン
論
文
が
言
う
「
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は

言
語
、
宗
教
を
絆
と
す
る
古
代
ル
ー
シ
の
末

裔
で
あ
り
、
歴
史
的
、
精
神
的
に
一
つ
の
空

間
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
で
あ
る
。 

そ
の
頃
、
私
の
大
学
生
活
で
大
き
な
部
分

を
占
め
た
の
は
「К

О
Н

Ц
Е

Р
Т

（
コ
ン
ツ
ェ

ル
ト
）
」
だ
っ
た
。
コ
ン
ツ
ェ
ル
ト
と
は
当

時
、
外
大
、
東
大
、
早
大
で
教
鞭
を
と
っ
て
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い
た
野
村
タ
チ
ヤ
ー
ナ
先
生
が
指
導
さ
れ
て

い
た
語
劇
集
団
で
、
ロ
シ
ア
語
を
学
ぶ
学
生

た
ち
が
集
ま
り
、
年
に
１
回
ロ
シ
ア
語
劇
を

上
演
し
て
い
た
。
文
士
劇
レ
ベ
ル
の
も
の
だ

っ
た
が
、
亀
山
郁
夫
、
米
原
万
里
、
沼
野
光

義
・
恭
子
夫
妻
、
伊
東
一
郎
の
各
氏
を
は
じ

め
多
く
の
ロ
シ
ア
文
学
者
を
輩
出
し
た
。
原

卓
也
先
生
の
研
究
室
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行

い
、
稽
古
場
は
外
語
、
東
大
駒
場
、
早
稲
田

の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
転
々
と
し
て
い
た
。
コ
ン

ツ
ェ
ル
ト
は
５
０
周
年
を
過
ぎ
た
今
も
活
動

中
で
あ
る
。 

３
年
次
に
シ
ヴ
ァ
ル
ツ
作
「
影
」
と
い
う

戯
曲
を
演
じ
た
。
あ
ら
す
じ
を
紹
介
す
る
。 

お
伽
噺
が
実
際
に
起
こ
る
国
を
訪
れ
た
学

者
が
王
女
と
恋
に
落
ち
る
。
学
者
が
自
分
の

影
に
、
王
女
の
と
こ
ろ
に
行
き
気
持
ち
を
伝

え
る
よ
う
命
じ
る
と
、
影
が
学
者
の
身
体
か

ら
分
離
す
る
。
分
離
し
た
「
影
」
は
策
謀
を

重
ね
、
王
女
の
心
を
つ
か
ん
で
王
位
に
つ
く
。

抗
う
学
者
は
か
つ
て
粛
清
さ
れ
た
医
師
の
助

言
を
受
け
、
「
影
」
に
「
影
よ
！ 

身
の
ほ

ど
を
知
れ
！
」
の
言
葉
を
浴
び
せ
る
。
「
影
」

は
苦
し
む
が
、
学
者
は
連
行
さ
れ
、
首
を
は

ね
ら
れ
る
。
医
者
が
策
を
講
じ
て
手
に
入
れ

た
「
命
の
水
」
で
学
者
は
生
き
返
る
。
よ
う

や
く
目
覚
め
た
王
女
は
「
影
」
を
逮
捕
す
る

よ
う
命
令
す
る
が
「
影
」
は
既
に
い
な
い
。 

 

そ
の
後
１
９
９
９
年
に
大
統
領
代
行
と
し

て
現
れ
た
プ
ー
チ
ン
を
見
て
、
タ
イ
ト
ル
ロ

ー
ル
の
「
影
」
を
連
想
し
た
。
Ｋ
Ｇ
Ｂ
か
ら

エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
の
中
核
へ
と
、
ス
ピ
ー
ド

出
世
で
食
い
込
ん
で
い
く
プ
ー
チ
ン
の
姿
は

シュバルツ「影」より  
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「
影
」
が
の
し
上
が
っ
て
い
く
さ
ま
を
彷
彿

と
さ
せ
た
。
戯
曲
は
お
伽
噺
の
引
用
に
あ
ふ

れ
、
明
る
い
結
末
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、

現
実
は
ど
う
だ
ろ
う
。
ロ
シ
ア
国
内
の
戦
争

反
対
運
動
を
鎮
圧
し
、
絶
大
な
る
権
力
を
持

つ
「
影
」
（
プ
ー
チ
ン
）
に
対
し
「
影
よ
！

身
の
ほ
ど
を
知
れ
！
」
の
決
め
台
詞
で
勝
利

を
導
く
「
学
者
」
は
誰
だ
ろ
う
。
は
た
し
て

「
命
の
水
」
は
存
在
す
る
の
か
。 

私
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
略
、
モ
ス
ク

ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
日
本
不
参
加
、
結
婚
、

出
産
等
様
々
な
理
由
で
次
第
に
ロ
シ
ア
語
の

世
界
か
ら
遠
の
い
て
い
っ
た
。
卒
業
後
も

細
々
と
翻
訳
等
行
っ
て
い
た
が
、
２
０
０
５

年
に
タ
チ
ヤ
ー
ナ
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て
か

ら
は
更
に
遠
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

結
果
、
ロ
シ
ア
情
勢
か
ら
半
ば
目
を
そ
む

け
て
い
た
私
は
、
２
０
１
４
年
の
ク
リ
ミ
ア

併
合
さ
え
一
つ
の
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
見
過
ご

し
て
し
ま
っ
た
。 

今
回
の
侵
攻
後
、
公
開
さ
れ
た
ウ
ク
ラ
イ

ナ
関
連
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
観
な

が
ら
、
自
分
の
中
で
抜
け
て
い
た
年
譜
を
埋

め
て
い
っ
た
。
２
０
０
４
年
の
オ
レ
ン
ジ
革

命
、
２
０
１
４
年
の
マ
イ
ダ
ン
革
命
に
見
ら

れ
る
反
ロ
シ
ア
運
動
、
２
０
０
５
年
か
ら
の

ガ
ス
紛
争
、
２
０
１
２
年
の
チ
ー
ズ
戦
争
（
ウ

ク
ラ
イ
ナ
か
ら
ロ
シ
ア
へ
の
乳
製
品
輸
出
問

題
）
と
、
現
在
に
至
る
混
迷
の
足
跡
が
は
っ

き
り
と
刻
ま
れ
て
い
た
。
２
０
１
４
年
の
ク

リ
ミ
ア
強
制
併
合
。
２
０
１
５
年
の
ミ
ン
ス

ク
合
意
（
当
時
の
双
方
の
ジ
レ
ン
マ
は
映
画

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
平
和
を
叫
ぶ
」
に
詳
し

い
）
。
２
０
１
９
年
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統

領
当
選
。 

侵
攻
当
初
、
プ
ー
チ
ン
は
「
コ
メ
デ
ィ
ア

ン
あ
が
り
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
侵
攻

後
す
ぐ
に
逃
げ
出
し
、
傀
儡
政
権
を
樹
立
で

き
る
だ
ろ
う
」
と
考
え
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
の
思
惑
は
外
れ
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
は
踏
み

と
ど
ま
り
、
国
民
と
力
強
く
戦
っ
て
い
る
。

メ
デ
ィ
ア
戦
略
も
巧
み
で
あ
る
。
同
じ
く
ロ

シ
ア
を
脅
威
と
感
じ
る
周
辺
諸
国
が
避
難
民

受
け
入
れ
た
り
、
海
外
か
ら
の
軍
事
支
援
を

受
け
た
り
し
て
、
持
ち
こ
た
え
て
い
る
。
９

月
に
は
ハ
ル
キ
ウ
奇
襲
作
戦
が
成
功
し
、
戦

況
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。 

対
す
る
ロ
シ
ア
で
は
予
備
役
の
動
員
に
対

す
る
全
国
規
模
の
反
対
デ
モ
が
行
わ
れ
、
大

量
の
ロ
シ
ア
人
が
国
外
に
逃
れ
始
め
て
い
る
。

１
０
月
８
日
の
ク
リ
ミ
ア
橋
爆
破
は
「
終
わ

り
の
始
ま
り
」
と
も
言
わ
れ
た
が
、
そ
の
後

も
一
進
一
退
は
続
い
て
い
る
。
イ
ン
フ
ラ
施

設
へ
の
攻
撃
か
ら
寒
さ
へ
の
懸
念
も
深
刻
で
、

１
９
３
０
年
代
ソ
連
の
人
為
的
大
飢
饉
ホ
ロ

ド
モ
ー
ル
を
連
想
し
て
し
ま
う
。
２
０
２
３

年
１
月
末
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
諸
国
か
ら

の
戦
車
の
援
助
開
始
も
決
ま
っ
た
が
、
戦
争

終
結
の
見
通
し
は
つ
い
て
い
な
い
。 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
歴
史
的
怨
恨
の

根
深
さ
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
解
決
策
が
見

い
だ
せ
な
い
。
９
月
に
出
版
さ
れ
た
「
プ
ー

チ
ン
の
過
信
、
誤
算
と
勝
算
」
（
著
者
は
コ

ン
ツ
ェ
ル
ト
で
同
期
だ
っ
た
松
島
芳
彦
く
ん
）

の
中
に
、
「
こ
の
戦
争
に
は
い
く
つ
も
の
時

間
が
流
れ
て
い
る
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
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「
ク
リ
ミ
ア
併
合
の
延
長
と
い
う
意
味
で
は

数
年
単
位
の
時
間
、
い
ま
だ
に
続
く
ソ
連
崩

壊
プ
ロ
セ
ス
の
最
終
段
階
と
し
て
は
１
０
年

単
位
の
時
間
、
さ
ら
に
歴
史
的
ロ
シ
ア
の
復

活
と
い
う
１
０
０
年
単
位
の
時
間
が
深
層
を

成
し
て
い
る
。
時
間
と
空
間
の
錯
綜
を
狂
気

と
い
う
」
。 

前
述
の
よ
う
に
入
り
組
ん
だ
ウ
ク
ラ
イ
ナ

と
ロ
シ
ア
の
歴
史
的
・
軍
事
的
背
景
を
検
証

し
つ
つ
、
未
来
を
見
据
え
て
こ
の
狂
気
を
抑

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

過
去
を
振
り
返
る
中
で
、
遠
ざ
か
っ
て
い

た
ロ
シ
ア
関
連
の
友
人
と
再
会
し
、
若
者
た

ち
に
も
出
会
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
国
境
付
近
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た

東
京
外
大
の
後
輩
た
ち
か
ら
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
避
難
民
の
実
情
と
と
も
に
、
多
く
の
ロ
シ

ア
人
の
若
者
が
反
戦
の
思
い
を
胸
に
、
黙
々

と
援
助
を
続
け
て
い
た
様
子
を
聞
い
た
。
情

報
操
作
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
世
界
情
勢
を
知
る

在
日
の
ロ
シ
ア
人
た
ち
が
、
苦
悩
し
て
い
る

様
も
目
に
し
た
。
「
夢
破
れ
て
」
ロ
シ
ア
か

ら
遠
の
い
た
私
だ
が
、
ロ
シ
ア
語
の
世
界
に

回
帰
し
た
今
、
こ
ん
な
私
に
も
で
き
る
こ
と

を
新
た
に
考
え
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

聖
学
院
か
ら
送
り
出
し
た
生
徒
の
中
に
は
ロ

シ
ア
語
に
興
味
を
持
つ
者
も
い
て
、
辞
書
や

学
習
書
を
譲
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
今
後
も

大
き
な
期
待
を
こ
め
て
尽
力
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
自
ら
も
踏
み
込
ん
だ
援
助
活
動
を
行

っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。 

右
往
左
往
す
る
私
に
比
べ
、
本
校
の
図
書

館
は
、
一
歩
先
を
進
ん
で
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
避
難
民
の
講
演
を
企
画
中
、
と
聞
く
。
同

講
演
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
だ
け
で
な
く
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
や
ロ
シ
ア
人
も
招
き
、
互
い

の
見
解
に
耳
を
傾
け
る
貴
重
な
機
会
と
な
る

よ
う
だ
。
と
て
つ
も
な
く
複
雑
で
、
大
き
な

問
題
解
決
に
向
か
い
考
え
る
場
と
し
て
、
ぜ

ひ
、
生
徒
諸
君
の
参
加
を
促
し
た
い
。 

最
後
に
一
言
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
一
日
も
早

く
平
和
を
！ 

С
л

а
в

а
 У

к
р

а
їн

і !
 

」 
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生
徒
作
品 

 

高
校Ⅱ

年 
「
沖
縄
を
歌
う
」 

 

高
校Ⅱ

年
で
は
「
沖
縄
を
歌
う
」
と
題
し
て
、

沖
縄
平
和
学
習
の
思
い
出
を
和
歌
か
琉
歌
で
歌

う
コ
ン
テ
ス
ト
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
入
賞
者

の
作
品
を
掲
載
し
ま
す
。 

 

【
金
賞
】 

 

Ａ
組 

林
田 

信
治 

三
線
の 

音
色
に
耳
を 

傾
け
て 

沖
縄
想
い 

歴
史
を
紡
ぐ 

 

【
銀
賞
】 

 

Ａ
組 

高
橋 

一
太 

琉
球
の 

海
の
青
さ
と 

人
々
の 

優
し
さ
ふ
れ
し 

美
し
き
か
な 

Ｃ
組 

北
村 

知
慈 

海
岸
に 

打
ち
上
げ
ら
れ
た 

悲
し
み
は 

真
砂
の
中
に 

い
つ
か
は
埋
も
れ
る 

Ｃ
組 

木
畑 

凛
太
郎 

南
方
人 

凛
々
し
い
髭
を
蓄
え
て 

酒
瓶
傾
け 

は
い
さ
あ
あ
あ
い 

Ｃ
組 

村
上 

琥
羽 

も
う
過
去
の 

遺
影
は
燃
え
て 

灰
と
な
り 

持
ち
歩
く
の
は 

新
た
な
カ
メ
ラ 

Ｄ
組 

山
田 

陸 

黄
昏
の 

朱
に
染
ま
る
空 

窓
越
し
に 

い
と
美
し
き 

額
縁
の
よ
う 

 

【
男
子
校
哀
歌
】 

す
れ
違
う
共
学
校
に
思
い
を
は
せ
て 

Ｃ
組 

榎
木 

秀
悟 

神
奈
川
県 

平
沼
高
校 

長
野
県 

野
沢
北
高 

い
と
悲
し
き
か
な 

 

【
グ
ル
メ
で
賞
】 

美
味
し
そ
う
！ 

Ｄ
組 

渡
辺 

一
洸 

路
地
の
裏 

出
汁
の
香
り
に 
つ
ら
れ
れ
ば 

太
も
ち
麺
に 

ト
ロ
軟
骨 

 
 

2022 年沖縄平和学習にて  
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二
〇
二
二
年
度
活
動
日
記 

〔
四
月
〕 

４
月
６
日
（
水
）
、
新
中
学
一
年
生
を
迎
え

て
の
入
学
式
を
実
施
。 

翌
日
７
日
（
木
）
か
ら
授
業
開
始
。
だ
い

ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
が
落
ち
着
い
て

き
た
と
は
い
え
、
今
年
度
も
い
ま
だ
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
下
に
あ
る
た
め
、
昨
年

度
と
同
様
、
授
業
期
間
中
の
開
館
時
間
は

８
：
０
０
～
１
８
：
３
０
（
通
常
７
：
３
０

～
１
８
：
３
０
）
と
し
ま
し
た
。 

１
２
日
（
火
）
に
は
、
国
語
の
時
間
を
使

っ
て
、
新
中
学
１
年
生
向
け
の
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。 

ま
た
、
２
０
日
（
水
）
に
は
、
２
０
２
２

年
度
初
め
て
の
図
書
委
員
会
を
実
施
。
２
０

２
１
年
度
は
な
か
な
か
実
施
で
き
な
か
っ
た

対
面
で
の
委
員
会
を
、
久
々
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

〔
五
・
六
月
〕 

昨
年
度
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
雑
誌
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
の
販
売
に
取
り
組
ん
だ
図
書
委
員
が
、

今
年
度
も
雑
誌
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
販
売
の
実

施
を
提
案
。
昨
年
度
ほ
ど
に
は
感
染
状
況
は
深

刻
で
な
い
た
め
、
今
年
度
は
対
面
で
実
施
す
る

こ
と
に
。 

し
か
し
、
「
１
日
の
み
・
早
い
人
順
」
だ
と

「
密
」
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
抽
選
販
売
と

し
、
申
込
期
間
を
数
日
間
、
設
け
ま
し
た
。
そ

の
お
か
げ
で
雑
誌
販
売
は
混
雑
す
る
こ
と
な

く
終
了
。
売
り
上
げ
は
２
７
，
６
０
０
円
に
の

ぼ
り
、
全
額
「
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
」
へ
寄
付
し
ま
し
た
。 

〔
七
・
八
月
〕 

毎
年
、
夏
休
み
中
に
都
内
の
高
校
が
合
同

で
図
書
館
を
公
開
す
る
「
東
京
・
学
校
図
書

館
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
。
今
年
は
感
染
状
況
が

落
ち
着
い
て
い
た
た
め
、
２
０
１
９
年
ぶ
り

に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

と
は
い
え
、
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
へ
の
警
戒

が
必
要
な
た
め
、
来
館
者
に
対
す
る
特
別
な

対
応
は
せ
ず
、
見
学
の
み
に
。
そ
れ
で
も
、

１
１
名
の
学
外
者
の
方
に
来
館
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

〔
九
・
十
・
十
一
月
〕 

昨
年
度
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
（
規
模
を
縮

小
し
て
の
）
対
面
と
い
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な

記
念
祭
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
２
０
２
２

年
度
は
対
面
の
み
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
基
本
的
な
感
染
対
策
で
あ
る
入

場
人
数
・
滞
在
時
間
の
制
限
は
必
須
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
図
書
館
ま
で
何
人

の
来
場
者
が
足
を
運
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
か

「戦後の日本と世界」コーナー  
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と
思
い
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
か
な
り
の

盛
況
と
な
り
、
対
応
す
る
図
書
委
員
は
大
忙

し
。 特

に
、
ク
イ
ズ
「
ぶ
た
館
長
を
探
せ
！
」

は
好
評
で
、
多
く
の
来
場
者
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
た
よ
う
で
す
。 

 

〔
十
二
・
一
月
〕 

１
２
月
に
入
り
、
国
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
者
人
数
は
増
加
し
ま
し
た
が
、
昨
年
と
は

異
な
り
、
３
学
期
も
対
面
授
業
が
継
続
さ
れ
、

図
書
館
も
開
館
を
続
け
ま
し
た
。 

し
か
し
、
そ
れ
で
も
２
月
１
日
（
水
）
か

ら
始
ま
る
中
学
入
試
の
感
染
対
策
の
た
め
、

前
週
の
土
曜
日
（
１
月
２
８
日
）
放
課
後
か

ら
試
験
会
場
と
な
る
校
舎
は
生
徒
立
ち
入
り

禁
止
に
。 

図
書
館
も 

同
日
の
１
３
：
０
０
か
ら
閉
館

し
ま
し
た
。 

〔
中
島
秀
男
〕 

 
 

記念祭の準備にいそしむ図書委員  

記念祭で館内にて演奏を披露する吹奏楽部  

「Surprise gi ft」コーナー  
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教
職
員
に
よ
る
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ 

 
教
職
員
に
よ
る
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
と
は
、

毎
月
発
行
し
て
い
る
「
図
書
館
だ
よ
り
」

に
教
職
員
が
リ
レ
ー
方
式
で
作
品
を
寄
稿

す
る
も
の
で
す
。
２
０
１
３
年
度
か
ら
絶

え
る
こ
と
な
く
連
載
を
続
け
て
き
た
リ
レ

ー
エ
ッ
セ
イ
は
、
今
年
度
掲
載
１
０
０
回

を
迎
え
、
完
結
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
こ
で
は
、
昨
年
２
月
号
か
ら
９
月
号

で
発
表
し
た
７
人
の
教
職
員
の
作
品
を
紹

介
し
ま
す
。 

ま
た
、
間
に
掲
載
し
て
い
る
ポ
ッ
プ
は
、

中
１
生
徒
が
国
語
の
授
業
で
生
徒
が
作
っ

た
も
の
で
す
。 

  

～
第
９
４
回
～ 

図
書
館
だ
よ
り
２
月
号 

（
前
回
）
佐
藤 

充
恵 

先
生 

 

→ 

音
楽
科 

川
西 

祐
毅 

先
生 

人
は
人
生
の
中
で
、
様
々
な
こ
と
に
直
面

し
ま
す
。
そ
れ
ら
に
、
す
ぐ
に
対
応
で
き
る

こ
と
も
あ
れ
ば
、
時
間
が
か
か
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
向
き
合
っ
て
考
え
る
こ
と
で
、
糸

口
や
答
え
が
見
え
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
一
方
で
、
な
か
な
か
解
決
で
き
ず
、

悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

私
は
大
学
生
の
時
に
色
々
と
悩
ん
だ
と
き
、

様
々
な
授
業
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
応
用
し
て

み
た
り
、
人
と
話
し
た
り
し
て
、
何
と
か
、

よ
り
良
い
方
向
へ
進
め
ら
れ
た
ら
と
、
も
が

い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
時
、
よ
く
書

店
や
図
書
館
へ
行
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
現
在

も
同
じ
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な

時
に
本
が
沢
山
あ
る
と
こ
ろ
を
歩
い
て
い
る

と
、
思
い
も
し
な
い
と
こ
ろ
で
「
鍵
」
と
な

る
本
に
出
会
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

私
と
い
う
人
生
は
一
つ
し
か
な
く
、
そ
の

人
生
の
中
か
ら
経
験
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
本
を
読
む

こ
と
で
、
様
々
な
著
者
や
本
の
中
の
登
場
人

物
の
人
生
や
価
値
観
、
経
験
を
疑
似
体
験
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
我
々
は
先
人

た
ち
が
色
々
と
考
え
、
悩
ん
だ
こ
と
に
つ
い

て
、
本
を
通
し
て
体
験
し
、
学
ぶ
こ
と
が
可

能
で
す
。
そ
こ
か
ら
更
に
一
歩
先
へ
進
む
こ

と
も
可
能
で
す
し
、
本
当
に
そ
う
だ
ろ
う
か

と
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

音
楽
の
世
界
で
は
、
練
習
を
積
み
重
ね
、

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
る
中
で
自
分
を
成
長
さ
せ

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
練
習
を
積
み
重
ね

る
中
で
大
切
な
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
自
分

を
俯
瞰
し
演
奏
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
指
導
者
か
ら
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
の
か
、

と
い
う
マ
イ
ン
ド
で
あ
る
、
と
感
じ
て
い
ま

す
。 レ

ッ
ス
ン
で
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
は
頂

け
ま
す
。
し
か
し
、
た
だ
こ
な
す
だ
け
で
は
、

形
は
で
き
て
も
本
当
に
成
長
す
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
。
本
当
に
成
長
し
た
い
と
思
う
時
、
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自
分
ご
と
と
し
て
咀
嚼
し
、
自
分
の
も
の
に

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
頂
い
た
ア
ド

バ
イ
ス
を
実
践
し
、
自
分
に
は
ど
の
よ
う
に

し
て
使
え
ば
よ
い
の
か
を
検
証
し
て
、
実
験

し
て
、
自
分
の
中
に
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。 

人
は
、
人
生
経
験
が
豊
か
に
な
る
に
つ
れ

て
感
じ
る
こ
と
が
変
化
し
て
き
ま
す
。
そ
れ

は
演
奏
も
同
じ
で
、
日
々
自
分
の
成
長
が
演

奏
に
現
れ
ま
す
。
私
は
、
こ
れ
が
楽
し
く
て

仕
方
が
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ

か
ら
も
日
々
何
事
も
探
求
す
る
こ
と
を
、
心

か
ら
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

発
行
：
２
０
２
２
年
２
月
２
６
日   

～
第
９
５
回
～ 

図
書
館
だ
よ
り
３
月
号 

（
前
回
）
川
西 

祐
毅 

先
生 

 

→ 

数
学
科 

福
井 

純
平 

先
生 

子
ど
も
の
頃
、
本
を
読
む
こ
と
を
と
に
か

く
避
け
て
い
ま
し
た
。 

何
故
そ
う
な
っ
た
の
か
、
と
考
え
る
と
…

恐
ら
く
原
因
は
学
校
の
課
題
の
読
書
感
想
文
。

「
次
の
本
の
中
か
ら
１
冊
を
選
ん
で
感
想
を

〇
字
程
度
で
書
き
な
さ
い
」
と
い
う
も
の
。 

文
を
書
く
と
い
う
こ
と
が
そ
も
そ
も
嫌
い

だ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
ま
っ
た
く
興
味
の
な

い
本
を
読
め
！
だ
な
ん
て
。
そ
ん
な
指
示
に

当
時
は
心
底
う
ん
ざ
り
し
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
内
容
に
没
頭
す
る
ほ
ど
集
中
で
き

る
気
も
せ
ず
、
毎
回
本
の
選
び
方
は
ペ
ー
ジ

数
の
少
な
い
薄
い
も
の
（
そ
れ
で
も
そ
れ
な

り
の
ペ
ー
ジ
数
が
あ
り
ま
し
た
が
）
。
そ
れ
を

何
と
か
読
み
終
え
、「
難
し
か
っ
た
な
ぁ
」「
つ

ま
ら
な
か
っ
た
な
ぁ
」
と
思
い
な
が
ら
、
何

時
間
も
何
時
間
も
、
何
を
書
こ
う
か
頭
を
悩

ま
せ
る
。
そ
し
て
「
ま
た
次
の
長
期
休
み
も

読
書
感
想
文
あ
る
の
か
ぁ
」
と
溜
め
息
…
。 

そ
ん
な
こ
と
を
繰
り
返
し
、
本
か
ら
気
持

ち
が
大
分
離
れ
て
い
た
頃
。
友
人
か
ら
「
面

白
い
よ
！
読
ん
で
み
な
よ
！
」
と
薦
め
ら
れ

た
本
が
、
星
新
一
の
『
未
来
い
そ
っ
ぷ
』
と

い
う
本
の
「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」
の
話
で
し
た
。 

正
直
な
と
こ
ろ
、
友
人
に
薦
め
ら
れ
た
以

上
は
一
応
読
ん
だ
ほ
う
が
良
い
だ
ろ
う
と
思

っ
た
だ
け
で
、
期
待
な
ん
て
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
り
あ
え
ず
、
「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」

だ
け
読
め
ば
良
い
や
、
と
目
次
を
開
い
た
と

こ
ろ
で
…
目
を
疑
い
ま
し
た
。
ほ
ぼ
す
べ
て

の
話
が
１
つ
１
０
ペ
ー
ジ
も
な
い
。
何
な
ら

５
ペ
ー
ジ
も
な
い
話
も
ち
ら
ほ
ら
。
信
じ
ら

れ
な
い
ほ
ど
短
か
っ
た
の
で
す
。 

そ
れ
だ
け
で
も
相
当
な
驚
き
だ
っ
た
の
で

す
が
、
薦
め
ら
れ
た
「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」
の

内
容
も
、
誰
も
が
知
っ
て
い
る
イ
ソ
ッ
プ
物

語
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
読
み
や
す
く
、
そ
し
て
し
っ
か
り
面
白

い
。
普
段
、
本
を
１
冊
読
む
の
に
何
日
も
何
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日
も
か
か
っ
た
あ
の
頃
の
私
が
、
そ
の
日
の

う
ち
に
『
未
来
い
そ
っ
ぷ
』
す
べ
て
を
読
み

終
え
る
く
ら
い
魅
力
的
で
し
た
。 

そ
の
後
は
彼
の
本
を
ひ
た
す
ら
読
み
漁
り

ま
し
た
。
こ
の
頃
ほ
ど
本
に
没
頭
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
そ
の
お
か
げ
で
本
に
対

す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
の
よ
う
な
気
持
ち
は
き
れ

い
に
消
え
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

あ
の
と
き
友
人
が
『
未
来
い
そ
っ
ぷ
』
を

教
え
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
私
は
今
も
本
を
全

く
読
ま
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
す
べ
て
の
本

を
全
く
面
白
く
な
い
と
思
っ
た
ま
ま
だ
っ
た

で
し
ょ
う
。
つ
ま
ら
な
い
自
分
の
考
え
を
変

え
て
く
れ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
本
を
、
作
家

を
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
心
の
底
か
ら
良
か

っ
た
な
あ
、
と
感
じ
ま
す
。 

発
行
：
２
０
２
２
年
３
月
１
８
日  

 

     

～
第
９
６
回
～
図
書
館
だ
よ
り
４
月
号 

愛
の
言
葉
が
も
た
ら
す
も
の 

（
前
回
）
福
井 

純
平 

先
生 

 

→ 

聖
書
科 

久
保 

哲
哉
先
生 

「
人
は
パ
ン
だ
け
で
生
き
る
も
の
で
は
な
い
。
神

の
口
か
ら
出
る
一
つ
一
つ
の
言
葉
で
生
き
る
」 

（
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
４
章
４
節
） 

こ
の
原
稿
を
依
頼
さ
れ
た
際
、
あ
る
絵
本

の
専
門
家
が
「
子
ど
も
は
『
言
葉
』
で
で
き

て
い
る
」
と
語
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
要
約
す
る
と
①
小
さ
な
子
ど
も
は

親
の
言
葉
を
真
似
す
る
こ
と
で
言
葉
を
覚
え
、

成
長
し
て
い
く
。
②
親
が
常
に
良
い
言
葉
を

話
す
の
が
理
想
だ
が
、
難
し
い
。
③
良
質
な

言
葉
が
記
さ
れ
た
絵
本
を
た
く
さ
ん
読
み
聞

か
せ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
が
明
る
く
元
気
に

育
つ
。
と
い
う
も
の
で
し
た
。
近
年
は
、
脳

科
学
的
な
観
点
か
ら
も
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
は
子
ど
も
の
脳
の
発
達
に
大
切
だ
、
と
い

う
デ
ー
タ
も
出
て
い
る
と
知
り
ま
し
た
。 

そ
ん
な
と
き
、
あ
る
１
冊
の
本
に
出
会
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
『
ク
シ
ュ
ラ
の
奇
跡
』
（
ド

ロ
シ
ー
・
バ
ト
ラ
ー
、
１
９
８
４
）
と
い
う

書
物
で
す
。
少
し
内
容
を
紹
介
し
ま
す
と
、

ク
シ
ュ
ラ
は
様
々
な
課
題
を
も
っ
て
生
ま
れ

た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
女
の
子
で
す
。
染

色
体
異
常
で
脾
臓
・
腎
臓
・
口
腔
に
障
が
い

が
あ
り
、
筋
肉
の
発
達
に
も
課
題
が
あ
っ
た

た
め
、
１
日
に
２
時
間
以
上
の
睡
眠
が
で
き

ず
、
誕
生
し
た
当
時
は
１
歳
ま
で
育
つ
の
は

難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
し
か

し
、
生
後
４
ヶ
月
か
ら
両
親
が
１
日
に
１
４

冊
（
！
）
の
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
た
と
こ
ろ
、

３
歳
に
な
る
ま
で
は
物
が
握
れ
ず
、
自
分
の

指
先
よ
り
遠
い
も
の
は
よ
く
見
え
な
か
っ
た

そ
う
で
す
が
、
５
歳
に
な
る
頃
に
は
同
年
代

の
子
ど
も
た
ち
以
上
に
知
恵
が
増
し
、
元
気

に
走
り
回
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
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と
の
こ
と
で
す
。
繰
り
返
し
絵
本
を
読
み
聞

か
せ
続
け
た
親
の
愛
と
、
絵
本
に
ち
り
ば
め

ら
れ
た
素
敵
な
言
葉
が
起
こ
し
た
奇
跡
な
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。 

さ
ら
に
い
え
ば
、
聖
書
に
は
私
た
ち
を
勇

気
づ
け
る
励
ま
し
の
言
葉
が
た
く
さ
ん
ち
り

ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
０
０
年
以
上
の

間
、
世
界
中
の
人
々
を
元
気
づ
け
て
き
た
父

な
る
神
の
愛
と
、
聖
書
に
記
さ
れ
た
神
の
言

葉
を
真
剣
に
聞
く
と
き
に
、
絶
望
が
希
望
に

変
え
ら
れ
、
こ
の
世
界
を
生
き
抜
く
力
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
再
確
認
し
た
の
で

し
た
。 

発
行
：
２
０
２
２
年
４
月
１
３
日   

～
第
９
７
回
～
図
書
館
だ
よ
り
５
月
号 

読
書
徒
然 

（
前
回
）
久
保 

哲
哉
先
生 

 

→ 

岩
楯 

陽
子
さ
ん 

 告
白
。
司
書
と
し
て
は
何
で
す
が
、
読
書

家
と
い
う
ほ
ど
本
を
読
ん
で
い
る
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
趣
味
は
読
書
で
す
。
と

い
う
か
本
を
見
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

初
め
て
行
く
町
で
す
と
本
屋
さ
ん
、
あ
る
い

は
図
書
館
が
あ
る
か
気
に
な
り
ま
す
。
あ
れ

ば
本
屋
さ
ん
、
図
書
館
を
ぐ
る
り
と
歩
い
て

ど
ん
な
本
が
あ
る
か
見
て
回
り
ま
す
。
場
所

に
よ
っ
て
置
い
て
あ
る
本
、
置
き
方
が
ち
が

っ
て
、
今
ま
で
気
に
留
め
て
い
な
か
っ
た
本

に
出
会
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
も
ち
ろ
ん
探

し
て
い
る
本
が
あ
る
時
は
検
索
し
て
書
架
に

ま
っ
し
ぐ
ら
で
す
）
。 

少
し
で
も
本
を
読
ん
で
一
日
が
終
わ
る
と

充
実
し
た
気
分
に
な
り
ま
す
。
大
作
で
な
く

て
も
よ
い
の
で
す
。
好
き
な
分
野
は
文
学
、

児
童
書
で
す
。 

私
の
子
ど
も
の
頃
よ
り
絵
本
が
充
実
し
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
書
店
で
見
か
け
て
、

こ
れ
は
家
で
大
切
に
読
み
た
い
と
思
っ
た
一

冊
。
『
ビ
ロ
ー
ド
の
う
さ
ぎ
』
（
マ
ー
ジ
ェ
リ

ィ
・
Ｗ.

ビ
ア
ン
コ
著
、
酒
井
駒
子
絵
・
抄
訳
、

ブ
ロ
ン
ズ
新
社
、
２
０
０
７
）
。
こ
の
絵
本
が

き
っ
か
け
で
画
家
、
酒
井
駒
子
さ
ん
の
フ
ァ

ン
に
な
り
ま
し
た
。 

詩
の
リ
ズ
ム
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
の
も
い
い

で
す
ね
。
詩
を
気
軽
に
楽
し
み
た
く
な
る
一

冊
。
『
ぼ
く
が
ゆ
び
を
ぱ
ち
ん
と
な
ら
し
て
、

き
み
が
お
と
な
に
な
る
ま
え
の
詩
集
』（
斉
藤

倫
著
、
高
野
文
子
画
、
福
音
館
書
店
、
２
０

１
９
）
。 

た
ま
に
は
、
ほ
ぼ
完
徹
で
夢
中
で
読
む
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
本
に
出
会
え
た
ら

幸
せ
で
す
。
最
初
の
緊
急
事
態
宣
言
中
の
連

休
、
巣
ご
も
り
し
て
読
ん
だ
一
冊
。
『
宝
島
』

（
真
藤
順
丈
著
、
講
談
社
、
２
０
１
８
）
。
戦

後
の
沖
縄
で
若
者
た
ち
は
何
を
感
じ
ど
う
生
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き
た
か
。
読
み
だ
し
た
ら
止
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。 

本
は
表
紙
を
開
い
た
ら
そ
の
世
界
に
入
る

こ
と
が
で
き
る
ど
こ
で
も
ド
ア
。
本
を
開
い

た
そ
の
人
し
か
知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

 

好
き
な
本
に
出
会
う
と
そ
の
世
界
を
誰
か

と
共
有
し
た
く
な
り
ま
す
が
、
案
外
、
身
近

に
同
じ
本
を
読
ん
だ
人
が
い
な
か
っ
た
り
し

ま
す
。
読
む
傾
向
が
偏
っ
た
り
も
し
ま
す
。

紹
介
さ
れ
た
本
を
読
む
か
ど
う
か
は
お
互
い

の
自
由
と
し
て
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
本
が
お

好
き
な
の
か
し
ら
。
あ
る
い
は
、
本
を
あ
ま

り
読
ま
な
い
と
し
た
ら
、
ど
う
し
て
な
の
か

な
。
気
が
向
い
た
ら
図
書
館
に
足
を
運
び
、

教
え
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。 

発
行
：
２
０
２
２
年
５
月
７
日 

 

         

～
第
９
８
回
～ 

図
書
館
だ
よ
り
６
月
号 

（
前
回
）
岩
楯 

陽
子
さ
ん 

 

→ 

司
書 

古
川 

郁 

さ
ん 

２
０
２
２
年
３
月
発
行
の
「
図
書
館
ニ
ュ

ー
ス
」
寄
稿
の
続
編
で
す
。
実
は
、
大
学
の

生
命
系
の
研
究
室
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
研

究
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
間
性
豊
か
で

探
究
心
旺
盛
な
メ
ン
バ
ー
に
恵
ま
れ
、
基
礎

研
究
の
リ
ア
ル
を
肌
で
感
じ
る
、
普
段
の
学

校
図
書
館
と
は
違
う
境
地
に
い
ま
す
。
そ
こ

は
何
処
を
ど
う
切
り
取
っ
て
も
、
ま
さ
に
秘

境
で
す
！ 

 

私
が
い
る
の
は
、
魚
類
と
哺
乳
類
の
脳
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

例
え
ば
、
魚
類
で
は
ど
ち
ら
の
性
別
を
恋
愛

対
象
（
あ
る
い
は
配
偶
者
、
パ
ー
ト
ナ
ー
、

つ
が
い
の
相
手
）
に
選
ぶ
か
で
自
己
の
性
別

が
変
わ
る
そ
う
で
、
そ
れ
に
深
く
関
与
す
る

遺
伝
子
や
ホ
ル
モ
ン
の
役
割
を
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
手
法
に
よ
り
解
析
し
て
い
ま
す
。
ま
た

魚
類
の
世
界
に
も
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
（
あ
る
い

は
序
列
、
カ
ー
ス
ト
）
が
あ
る
そ
う
で
、
身

近
な
話
で
は
、
家
の
メ
ダ
カ
の
水
槽
を
じ
ー

っ
と
見
て
い
る
と
、
メ
ダ
カ
同
士
の
ケ
ン
カ

か
な
と
思
う
場
面
を
目
に
し
ま
す
。
伺
っ
た

と
こ
ろ
、
メ
ダ
カ
を
集
団
で
飼
う
と
、
頂
点

に
立
つ
強
い
メ
ダ
カ
は
餌
を
与
え
ら
れ
る
場

所
で
は
他
の
メ
ダ
カ
を
排
除
す
る
行
動
を
と

る
の
だ
そ
う
で
す
。
童
謡
「
め
だ
か
の
学
校
」

の
よ
う
に
「
だ
れ
が
せ
い
と
か 

せ
ん
せ
い

か
」
と
い
う
の
ん
び
り
し
た
光
景
と
は
程
遠

く
、
実
は
序
列
を
作
る
こ
と
を
初
め
て
知
り

ま
し
た
。
少
し
衝
撃
で
し
た
。
実
に
小
さ
な
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体
の
脳
内
は
神
秘
に
満
ち
て
い
ま
す
。 

哺
乳
類
の
脳
の
研
究
で
は
、
繁
殖
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
（
あ
る
い
は
発
情
を
引
き
起

こ
す
）
脳
内
ホ
ル
モ
ン
に
つ
い
て
解
析
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
種
の
保
存
は
も
ち
ろ

ん
、
家
畜
で
あ
れ
ば
、
そ
の
生
産
性
に
大
き

く
影
響
す
る
研
究
で
す
。
繁
殖
力
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
る
一
方
、
野
生
動
物
や
動
物
園
動

物
の
過
剰
繁
殖
も
ま
た
大
き
な
問
題
で
す
。

脳
内
ホ
ル
モ
ン
の
基
礎
研
究
は
こ
れ
ら
の
課

題
解
決
に
寄
与
し
ま
す
。 

私
自
身
は
研
究
費
の
管
理
、
出
張
な
ど
の

事
務
処
理
や
実
験
用
動
物
の
管
理
を
主
に
行

っ
て
い
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー
の
実
験
に
興
味

が
あ
り
、
「
ぜ
ひ
覚
え
た
い
」
と
申
し
出
て
、

最
近
は
少
し
ず
つ
実
験
補
助
に
携
わ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
駆
け
出
し
で
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
や
電
気
泳
動
な
ど
大
学
院
生
に
教
え
て
も

ら
っ
て
い
る
修
行
の
身
で
す
。
一
歩
一
歩
試

薬
の
知
識
も
学
び
、
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ

う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
先

日
、
ウ
シ
の
卵
巣
の
中
に
あ
る
卵
胞
か
ら
卵

子
を
取
り
出
す
手
法
を
習
い
ま
し
た
。
ウ
シ

の
卵
巣
の
大
き
さ
は
ど
れ
く
ら
い
だ
と
思
い

ま
す
か
。
あ
の
巨
体
の
割
に
は
小
ぶ
り
で
ピ

ン
ポ
ン
球
く
ら
い
の
サ
イ
ズ
で
す
。
そ
こ
か

ら
シ
リ
ン
ジ(

注
射
器)

で
卵
胞
液
を
吸
い
取

り
、
最
終
的
に
顕
微
鏡
を
用
い
て
卵
子
を
取

り
出
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
道
な

工
程
を
経
た
も
の
が
研
究
へ
と
繋
が
っ
て
い

く
の
で
す
。 

唯
一
の
取
り
柄
は
何
歳
に
な
っ
て
も
好
奇

心
旺
盛
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
未
知
の
領

域
に
一
歩
足
を
踏
み
込
ん
で
以
来
、
そ
の
世

界
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
す
。
聖
学
院
の
学
校

図
書
館
は
読
書
す
る
場
、
学
習
す
る
場
だ
け

で
な
く
、
様
々
な
人
、
も
の
が
混
在
す
る
ユ

ニ
ー
ク
な
と
こ
ろ
で
す
。
ぜ
ひ
宝
探
し
の
感

覚
を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
私
は
複
数

の
職
場
、
領
域
に
関
わ
れ
る
こ
と
に
深
く
感

謝
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
き
ま

す
。 

発
行
：
２
０
２
２
年
６
月
１
１
日    

～
第
９
９
回
～ 

図
書
館
だ
よ
り
７
月
号 

古
き
良
き 

（
前
回
）
古
川 

郁 

さ
ん 

 

→ 

ぶ
た
館
長 

代
筆
：
司
書 

山
中 

裕
紀
子 

さ
ん 

 こ
ん
に
ち
は
、
図
書
館
の
ぶ
た
館
長
だ
。

ボ
ク
は
ブ
タ
だ
か
ら
文
字
は
書
か
な
い
。
司

書
の
山
中
に
代
筆
し
て
も
ら
う
よ
。 

こ
の
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
も
９
９
回
目
、
次
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を
も
っ
て
１
０
０
回
を
迎
え
る
の
だ
。 

２
０
１
３
年
３
月
号
で
第
０
回
と
称
し
て

前
任
の
司
書
中
山
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
（
山
中

じ
ゃ
な
い
よ
、
別
の
人
）
、
次
の
４
月
号
で
中

山
に
代
わ
っ
て
着
任
し
た
中
島
が
第
１
回
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
が
は
じ
ま
り
だ
。 

ボ
ク
は
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
が
ス
タ
ー
ト
す

る
と
同
時
に
こ
の
図
書
館
に
や
っ
て
き
た
の

だ
。
着
任
し
て
か
ら
１
０
年
目
だ
な
。
今
と

な
っ
て
は
ま
る
で
学
校
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
よ
う
に
使
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
け
ど
、

本
職
は
図
書
館
の
館
長
な
の
で
よ
ろ
し
く
。 

司
書
の
山
中
は
観
劇
と
い
う
趣
味
が
あ
っ

て
、
先
日
横
浜
の
あ
る
劇
場
の
コ
ピ
ー
（
広

告
文
）
で
「
劇
場
は
古
き
良
き
思
考
と
、
新

た
な
視
界
の
宝
庫
」
と
い
う
一
文
を
見
か
け

た
ら
し
い
。
読
書
の
醍
醐
味
も
こ
れ
か
も
し

れ
な
い
な
。 

古
い
小
説
、
随
筆
や
論
説
か
ら
学
ぶ
こ
と

も
あ
れ
ば
、
新
し
い
視
点
を
得
る
た
め
に
そ

の
分
野
の
最
先
端
の
研
究
者
や
専
門
家
が
書

い
た
本
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
新
進
気
鋭

の
作
家
が
書
い
た
文
学
作
品
か
ら
み
え
る
景

色
も
あ
る
。
山
中
は
新
し
い
も
の
を
読
む
こ

と
を
好
む
よ
う
だ
け
ど
、
そ
の
中
に
ま
た
古

き
良
き
も
の
が
流
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
ら

し
い
。
複
雑
だ
な
。 

図
書
館
だ
よ
り
の
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
は
２

０
１
３
年
ス
タ
ー
ト
で
ま
だ
１
０
年
経
っ
て

い
な
い
の
で
、
「
古
き
良
き
」
と
ま
で
は
い
か

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
図
書
館
か
ら

眺
め
る
景
色
は
た
っ
た
１
０
年
足
ら
ず
で
も

ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
な
あ
。 

生
徒
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
自
分
の
端
末

を
学
校
で
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
一

番
大
き
な
変
化
だ
な
。
コ
ソ
コ
ソ
携
帯
を
い

じ
る
生
徒
を
必
死
で
注
意
し
て
い
た
立
場
か

ら
す
れ
ば
、
授
業
や
自
習
時
間
に
堂
々
と
使

う
今
の
状
況
が
こ
ん
な
に
早
く
や
っ
て
く
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
よ
。 

図
書
館
だ
か
ら
今
は
本
が
ず
ら
ー
っ
と
並

ん
で
い
る
け
ど
、
電
子
書
籍
が
当
た
り
前
の

世
の
中
に
な
っ
た
ら
、
こ
こ
は
ど
う
い
う
景

色
に
な
る
の
か
な
あ
。
で
も
、
本
は
「
古
き

良
き
思
考
と
、
新
た
な
視
界
の
宝
庫
」
、
こ
れ

だ
け
は
ど
ん
な
に
本
の
ス
タ
イ
ル
が
変
化
し

て
も
変
わ
ら
な
い
気
が
す
る
。
深
い
な
、
こ

の
言
葉
。 

発
行
：
２
０
２
２
年
７
月
８
日   
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～
第
１
０
０
回
～ 

図
書
館
だ
よ
り
９
月
号 

（
前
回
）
山
中 

裕
紀
子 

さ
ん 

 

→ 

校
長 

伊
藤 

大
輔 

先
生 

 「
教
職
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
」
１
０
０
回

目
、
最
終
回
で
す
。 

最
終
回
の
原
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て

０
回
目
か
ら
読
み
返
し
ま
し
た
。
読
み
返
し

な
が
ら
考
え
ま
し
た
。
読
書
っ
て
何
だ
ろ
う

か
、
と
。 

私
も
本
を
読
ん
で
き
ま
し
た
。
ど
う
し
て

本
を
読
ん
で
き
た
の
か
。
「
読
む
」
に
共
通
し

て
い
た
も
の
は
何
か
あ
っ
た
の
か
。
私
の
場

合
の
読
書
は
、
そ
の
後
に
誰
か
と
の
「
対
話
」

を
期
待
し
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。 

「
読
む
」
「
対
話
」
。
こ
こ
に
は
「
言
葉
」

が
あ
り
ま
す
。
人
は
ど
う
し
て
言
葉
を
発
展

さ
せ
ら
れ
た
の
か
。
あ
る
学
説
で
は
人
が
言

葉
を
発
展
さ
せ
て
き
た
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
自
己
確
認
な
ど
の
理
由
も
あ
る

が
、
そ
れ
以
上
に
「
う
わ
さ
話
」
を
す
る
た

め
だ
っ
た
、
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
結
構
、
有
力
な
よ
う
で
す
。
考
え
て
み

る
と
、
言
葉
が
次
か
ら
次
に
出
て
く
る
状
況

は
学
説
を
唱
え
た
り
、
一
日
を
振
り
返
っ
た

り
す
る
時
よ
り
「
う
わ
さ
話
」
を
す
る
時
で

す
。
「
う
わ
さ
話
」
。
空
想
が
あ
た
か
も
真
実

で
あ
る
と
考
え
、
語
る
こ
と
で
す
。 

私
の
読
書
も
「
空
想
の
言
葉
」「
う
わ
さ
話
」

を
す
る
た
め
で
し
た
。
学
校
で
課
せ
ら
れ
た

読
書
は
先
生
と
の
対
話
が
想
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
学
校
で
薦
め
ら
れ
る
読
書
は

お
も
し
ろ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
と
「
う
わ

さ
話
」
で
盛
り
上
が
れ
る
と
は
期
待
で
き
な

か
っ
た
か
ら
で
す
。
相
手
が
友
達
と
な
る
と

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
彼
女
と
な
る
と
も
っ
と

真
剣
で
す
。
こ
ん
な
話
、
あ
ん
な
こ
と
、
と

「
う
わ
さ
話
」
が
ふ
く
ら
ん
で
く
る
と
本
の

言
葉
も
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
き
ま
す
。
相
手
は

人
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
や

自
然
、
樹
木
や
建
築
物
も
「
う
わ
さ
話
」
の

相
手
に
な
り
ま
す
。「
あ
な
た
に
は
そ
ん
な
性

質
が
あ
る
の
で
す
ね
」
「
歴
史
、
い
き
さ
つ
が

あ
る
の
で
す
ね
」「
で
も
本
当
は
こ
う
し
た
か

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
」
。
読
書
は
一
人
「
う
わ

さ
話
」
も
可
能
に
し
ま
す
。 

私
の
最
近
の
「
う
わ
さ
話
」
の
相
手
は
「
未

来
」
で
す
。
未
来
の
価
値
観
、
思
考
、
常
識
。

未
来
の
人
間
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
読

書
を
す
る
と
「
未
来
」
と
「
う
わ
さ
話
」
を

し
た
く
な
り
ま
す
。 

「
教
職
員
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
」
。
私
の
中
で

「
未
来
」
と
の
「
う
わ
さ
話
」
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。 

発
行
：
２
０
２
２
年
９
月
８
日 
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「
本
の
バ
ト
ン
」
刊
行 

「
教
職
員
に
よ
る
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
」
は
、

第
１
０
０
回
の
伊
藤
大
輔
校
長
の
執
筆
を

も
っ
て
完
結
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
、

こ
れ
ま
で
の
１
０
０
回
の
エ
ッ
セ
イ
を
編

纂
し
、
「
本
の
バ
ト
ン
」
と
題
し
た
１
冊
の

文
庫
本
に
ま
と
め
ま
し
た
。 

図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
の
で
、
希
望
者

は
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
に
替
わ
り
、
新

企
画
「
バ
ト
ン
の
し
お
り
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。 

こ
れ
は
、
教
職
員
が
撮
影
し
た
写
真
を
載

せ
た
し
お
り
を
、
月
替
わ
り
で
配
布
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。 

し
お
り
は
、
本
の
貸
出
時
に
お
渡
し
し
て

い
ま
す
。 

 

図
書
館
Ｈ
Ｐ
が
新
し
く
な
り
ま
す 

 
図
書
館
Ｈ
Ｐ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
変
更
し
ま
す
。

新
し
い
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は 

「h
ttp

s://b
o
y
s-lib

.se
ig
a
k
u
in
-u
n
iv.a

c
.jp
/

」

で
す
。 

ま
た
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
変
更
に
合
わ
せ
デ
ザ
イ
ン

も
変
更
し
ま
す
。
ど
ん
な
デ
ザ
イ
ン
に
な
る

か
、
お
楽
し
み
に
！ 

 

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
第
６
８
号 

  

発
行
日 

２
０
２
３
年
３
月
１
１
日 

 

発 

行 

聖
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校 

図
書
館 

東
京
都
北
区
中
里
３
―
１
２
―
１ 

 

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

h
ttp

s
://b

o
y

s
-lib

.s
e

ig
a

k
u

in
-u

n
iv

.a
c
.jp

/ 

 

 

こ
の
冊
子
の
著
作
権
は
、
す
べ
て
聖
学
院
中

学
校
・
高
等
学
校
図
書
館
に
帰
属
し
ま
す
。
冊

子
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
無
断
で
複
写
、
複
製
、

転
載
、
電
子
化
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。 

開発中の図書館新 HP 


